
便利に、快適に

地域に快適な自動車の通行と、有明海沿岸地域の新しい景色を提供していきます。

有明海沿岸道路の代表的な橋梁

地元住民の声

出張等で利用する際の目的地までの時間が短縮されて助かっ
ています。また走行中の視界に入る景色に爽快感を感じてい
ます。（大川市 40代男性）

景色もいいし信号もないためドライブするだけでも気持ちが
いい。（大川市 30代女性）

③ 矢部川大橋 【橋長：517ｍ】

ケーブルを支える主塔の高さ約85ｍ、また中央
支柱は間長は261ｍ、橋名は、地域の皆様の意
見で決めました。

みやま市高田町～柳川市大和町

や べ が わ お お は し

④ 健昭橋 【橋長：201ｍ】

船の航行に支障が出ないように、中間部に橋脚
を設けず、橋にかかる力をアーチ部分と桁部分で
受け持つように配慮しています。

大牟田市（健老町～昭和開）

け ん し ょ う ば し

⑤ 諏訪川橋 【橋長：210ｍ】

船の航行に支障が出ないように、中間部に橋脚
を設けず、橋にかかる力をアーチ部分と桁部分で
受け持つように配慮しています。

大牟田市 (西港町～岬町）

す わ が わ ば し

令和4年
11月12日

開通

ケーブル配置は大川市の伝統工芸品「大川組子」
を模した作りであり、色彩は夕日に映える淡い桜色
を基調としています。

大川市九網～同市大野島

② 有明筑後川大橋 【橋長：1,008ｍ】
あ り あ け ち く ご が わ お お は し

①有明早津江川大橋【橋長：854ｍ】
ケーブルの配置を鉛直配置したり、橋梁の色彩は裏葉色を
採用するなど周辺環境との調和を意識したデザインにしています。

国土交通省 九州地方整備局

有明海沿岸国道事務所



地域の広域連携

大牟田
ＩＣ

健老
ＩＣ

大牟田北
ＩＣ

黒崎
ＩＣ

高田
ＩＣ

大和南
ＩＣ

大和北
ＩＣ

徳益
ＩＣ

柳川西
ＩＣ

大川東
ＩＣ

H24.1開通H20.3開通H21.3開通H24.9開通H20.3開通

矢
部
川

三橋
ＩＣ

柳川東
ＩＣ

大牟田市みやま市柳川市大川市

ハーフＩＣ

フルＩＣ

凡
例

筑
後
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大川中央
ＩＣ

大野島
ＩＣ

H29.9開通

早
津
江
川

諸富
ＩＣ

R3.3開通R4.11開通

国土交通省 九州地方整備局

有明海沿岸国道事務所
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通
延
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(Km)

(年度)

(仮)川副
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(仮)荒尾北
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14.2km

16.1km

19.3km

23.8km

27.5km

H20.3月 初開通
・大牟田ＩＣ～高田ＩＣ
・柳川西ＩＣ～大川東ＩＣ

H21.3月 開通
・高田ＩＣ～大和南ＩＣ

H24.9月 開通
・大和南ＩＣ～徳益ＩＣ

H24.1月 開通
・三池港ＩＣ～大牟田ＩＣ

H29.9月 開通
・徳益ＩＣ～柳川西ＩＣ

R3.3月 開通
・大川東ＩＣ～大野島ＩＣ

29.2km

R4.11月 開通
・大野島ＩＣ～諸富ＩＣ

荒尾市

三池港
ＩＣ

R8年度
開通予定

大野島ＩＣ～諸富ＩＣ（延長1.7ｋｍ）が令和4年に開通したことで、福岡県と佐賀県が有明海
沿岸道路で直結しました。現在、国整備区間では29.2ｋｍが開通しており、5市が有明海沿岸
道路で繋がっています。
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沿線開発が加速

イオンモール大牟田と周辺の状況

有明海沿岸道路の沿線地域では、九州縦貫自動車道、九州新幹線等のアクセス性も良く、
企業、商業施設、大学等計１32社が新たに進出・増設しています。

企業、商業施設等が沿線地域に相次ぎ進出

■有明海沿岸道路沿線地域の企業等の進出状況推移

有
明
海
沿
岸
道
路
の
開
通
延
長
（
㎞
）

資料：各自治体産業振興課等（令和7年12月時点）

■有明海沿岸道路沿線地域の企業等の進出状況
資料：各自治体産業振興課等

Ｎ

令和4年11月12日
開通

国土交通省 九州地方整備局

有明海沿岸国道事務所

：⼤学、医療施設
：商業施設等
：⽴地企業・⼯業団地
：企業等の進出・増設数累計
：有明海沿岸道路の開通延⻑



利便性の向上

九州佐賀国際空港と大牟田市間の所要時間は、有明海沿岸道路の開通前（国道２０８号
等を利用）では、約９０分でしたが、有明海沿岸道路の整備により、現在の所要時間は約半分
（約９０分→約４９分）に短縮されています。
コロナ禍で減少した九州佐賀国際空港の乗降客数は、回復傾向にあります。

九州佐賀国際空港までの所要時間が短縮

九州佐賀国際空港

乗降客数は約８２万人まで増加

■九州佐賀国際空港の乗降客数 ※R1国際線は各便で運休・運転見合わせの期間があったため減少。
※R2はコロナ禍で減便、外出自粛などにより減少。

■大牟田市～九州佐賀国際空港の所要時間の変化

国土交通省 九州地方整備局

有明海沿岸国道事務所

※走行速度の考え方
・整備前はH17全国道路・街路交通情勢調査の混雑時平均旅行速度（㎞/h）で算出
・現況はR3全国道路・街路交通情勢調査の混雑時平均旅行速度（㎞/h）、及び規制速度60km/hで算出



ヤマト運輸
久山

日本通運
鳥栖流通センター

鳥栖JCT

福岡IC

熊本IC

福 岡 県

佐 賀 県

熊 本 県

みやま柳川IC
徳益IC

三池港IC

災害時の

緊急輸送路

熊本地震 九州縦貫道の代替機能を発揮
平成２８年熊本地震発災後、九州縦貫自動車道（植木ＩＣ以南）が一時通行止めとなり、

鳥栖市等の物流施設からの緊急支援物資の供給にあたっては、有明海沿岸道路が代替
路として利用されました。

九州道の被災状況（益城バスストップ付近）
資料：国土交通省（｢記者発表:高速道路の復旧状況について」より抜粋）

緊急物資輸送車両の活動状況（鳥栖市）
資料：国土交通省（｢物資支援に関する補足資料｣より抜粋）

※ H28.4.16～4.29
通行止め（植木ＩＣ～益城熊本空港間）

益城町（2016.5.14）
資料：国土交通省（防災パネル｢平成28年度 熊本地震｣より抜粋）

通
行
止
め※

区
間

被災地

有
明
海
沿
岸
道
路

民間物流倉庫施設
（久山町）

民間物流倉庫施設
（鳥栖市）

国土交通省 九州地方整備局

有明海沿岸国道事務所
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令和2年7月豪雨時 国道２０８号冠水（大牟田市）

災害時の代替路

豪雨等の災害時に代替路として機能
有明海沿岸地域では、異常気象による浸水被害が頻発しており、洪水の際には広範囲にわたっ

て浸水の被害が発生しています。有明海沿岸道路の整備により、浸水時の避難経路や災害時の
人命救助活動や物資の輸送を行うための緊急輸送道路として機能することが期待されます。

■【全国アメダス】1時間降水量50㎜以上の年間発生回数
資料：気象庁

国土交通省 九州地方整備局

有明海沿岸国道事務所

令和2年7月豪雨 国道389号 道路冠水状況(大牟田市)

①

R2.7月豪雨時に
有明海沿岸道路は通行可能

（代替路として機能）

連絡路

R2.7月豪雨時に
R208,R389等の

主要幹線道路が冠水

道路冠水箇所

（R2.7月豪雨時）

写真撮影位置No

令和4年11月12日
開通

荒尾道路

①



物流の効率化

写真提供：博多港湾・空港整備事務所

国際物流拠点として福岡県南部に位置する重要港湾「三池港」との広域物流ネット
ワークが強化されることで、物流の効率化が図られます。

■三池港国際コンテナ貨物量の推移

三池港との連携強化により、物流を支援

三池港ＩＣ

大牟田ＩＣ
健老ＩＣ大牟田北ＩＣ

黒崎ＩＣ

国土交通省 九州地方整備局

有明海沿岸国道事務所
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R2年は対H18年比

約26倍
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新型コロナウイルスや、
中東地域の情勢悪化による
世界的なコンテナ不足による減少
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大川市外への搬送人員

救急医療活動の
支援

緊急時の迅速な対応を支援

国土交通省 九州地方整備局

有明海沿岸国道事務所

好⽣館
54%

佐賀⼤学医学
部付属病院
14%

聖マリア病院
21%

久留⽶⼤
学病院
11%

医療施設別

搬送件数

92

・佐賀県側の医療機関へ搬送する際は有明海沿岸道路を利用することで、時間短縮につながっている。
・救急件数は上昇傾向の中で限られた救急車両（16台）で対応する必要があるが、出動して帰るまでの時間が短縮
することは消防署の体制としても助かる。

▲大川消防署～好生館の所要時間
▲大川消防署

三次救急医療施設別
搬送割合（R5）

▲救急搬送実績件数

（ R7.2ヒアリング調査 久留米広域消防本部）

約5分短縮 約2分短縮

近年増加傾向

有明海沿岸地域の救急搬送件数は、近年上昇傾向にあります。
道路整備により、医療施設までの所要時間短縮が図られ、救急医療時の迅速な対応に寄与
しています。
道路整備が進むことで、アクセス性向上による医療体制の強化が期待されます。

大
川
東
IC

諸
富
IC

空
港
東
IC

（仮）佐賀JCT

柳
川
西
IC

（仮）

佐賀県医療センター好生館

久留米大学病院

聖マリア病院

▲好生館・佐賀大学付属病院からの30分時間圏
資料：R3年度道路交通センサス
（速度：指定最高速度）

大川消防署

佐賀大学医学部附属病院

3次救急医療施設

30分圏 （整備前）
30分圏 （現況：三池港IC～諸富IC開通）
30分圏 （全線開通：荒尾～（仮）佐賀JCT開通）



豊かな観光資源を

つなぐ

佐賀インターナショナルバルーンフェスタ（佐賀市）

アジア最大級の国際熱気球大会「佐賀インターナショナルバルーンフェスタ」のほか船頭の舟
歌や四季折々の景色を楽しむ「お堀めぐり」等、有明海沿岸道路の沿線地域には、豊かな観光
資源が多数存在します。有明海沿岸道路の開通によって、今まで以上に周辺施設の周遊観光
の増加や、地域活性化が期待されます。

連絡路

写真：各市・観光協会HP

令和3年度
開通

令和4年
11月12日

開通

魅力ある観光施設・イベントを結ぶ

国土交通省 九州地方整備局

有明海沿岸国道事務所

九州佐賀国際空港（佐賀市）

ｳｯﾄﾞﾜｰｸﾐｭｰｼﾞｱﾑ（大川市）

お堀めぐり（柳川市）

宝満神社奉納能楽（みやま市)
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広域的な観光活動
の支援

魅力ある観光施設を結ぶ
有明海沿岸地域には、世界文化遺産に登録された明治日本の産業革命遺産群を始め

ラムサール条約登録の「東よか干潟」など豊かな自然と文化に溢れる観光資源が点在して
おり、観光客数は増加傾向にあります。

有明海沿岸地域の観光
拠点の結びつきを強化

空港から観光拠点まで
のアクセス性向上

▲ 有明海沿岸道路周辺の観光地

Ｎ

三重津海軍所跡（佐賀市）

宮原坑（大牟田市）

三池港（大牟田市）万田坑（荒尾市）東よか干潟（佐賀市）

国土交通省 九州地方整備局

有明海沿岸国道事務所

資料:佐賀市観光統計

H27.7
三重津海軍所跡
世界遺産登録

▲佐賀市の観光客数（県外からの観光客数）



企業活動の効率化を支援
沿線地域に代表される農産物であるいちごの生産・物流において、輸送効率性の向上及び技
術指導範囲・社員の通勤圏拡大に貢献しています。

国土交通省 九州地方整備局

有明海沿岸国道事務所

地域経済の振興

資料：令和5年産野菜生産出荷統計

■いちご出荷量の推移

■いちごの出荷量全国トップ５

資料：農業関連団体資料より

福岡
15.2千トン

栃木
23.1千トン

長崎
9.9千トン

愛知
10.5千トン

熊本
11.1千トン

福岡県のいちごの
出荷量は
全国第2位
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H24年産 H28年産 R3年産

出荷量（トン）

483.0 612.4 664.8

いちごの出荷量は
約４割増加

・以前は新田大橋を利用していたが、開通してからは沿岸道路を利用しており移動時間が早くなった、でこぼこがなくなり走行性が安定した、使
いやすいといった声を聞いた。

・地元の農家さんは日々多忙の中、時間通りに出荷しなければならない。有明海沿岸道路を利用することで輸送にかかる時間が計算しやすく
なっている。

・栽培技術向上のため農家さんの現地を回っている。開通前は限られた範囲でしか回れなかったが、沿岸道路を利用することで遠方の方にも
回ることが可能になった。

・パートさんの遠方からの通勤（大牟田、大木町、大川市）が増えた。 資料：企業ヒアリング調査（R5.6）

脊振⽅⾯へ

集荷場

移動時間短縮による
輸送効率性の向上︓輸送ルート

︓出荷⽅向
︓通勤範囲

凡 例

集荷場

集荷場

集荷場

通勤圏の拡⼤



企業活動の効率化を支援
沿線地域に代表される水産品である海苔の生産過程において、有明海沿岸道路の利用により
緊急時（機械トラブル等）の効率的な対応や輸送支援の強化に貢献しています。

国土交通省 九州地方整備局

有明海沿岸国道事務所

地域経済の振興

■のり養殖 県別収穫量

資料
農林水産省 令和4年漁業・養殖業生産統計

・有明海産の海苔は豊富な栄養と潮の干満の大きな環境で育つ事から、高級品として重宝される一方で繊細な品質のため、乾燥工程途中で
機械が止まると、傷み易い特徴が有るため、対応の遅れは、品質や価格に大きな影響を与え、収穫期（12月～３月）は昼夜問わずの対応が
必要。

・有明海沿岸道路整備が進んだことで、熊本県宇土市～佐賀県鹿島市まで広範囲に点在する海苔乾燥機械のメンテナンスや緊急時の効率
的なトラブル対応が可能となり、人材確保も厳しい経営環境の中で、円滑な企業経営に大いに役立っており、更なる延伸に期待している。

資料：有明海沿岸国道事務所 企業ヒアリング調査（R4.12）
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有明海産の海苔は
全国シェアの57％

▲柳川市にある海苔乾燥機械製造業からの30分時間圏

資料：R3年度道路交通センサス
（速度：混雑時旅行速度）
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30分圏 （全線開通：荒尾～（仮）佐賀JCT開通）



地域に根差したインフラ整備

地域住民の親近感や愛着を醸成
有明海沿岸地域の更なる発展及び産業振興のため、また地域に愛着を持っていただけるよう
な道路を目指し、地域住民や利用者との調和を図ります。
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そう思う やや思う どちらとも言えない あまり思わない 思わない 分からない

出かける際に時間が計算で
きて暮らしやすくなった

所要時間が短くなり
暮らしやすくなった

以前より遠出しやすくなった

運転ストレス減少や、⼤型⾞が
⼀般道から減り安全になった

⼀般道の混雑が緩和して地域
内で移動がしやすくなった

《通勤に関する意見》

〇通勤時間がかなり短縮（１０〜２０分）
され楽になった。 【91名】

《交通安全に関する意見》

〇⾃動⾞専⽤道路のため、歩⾏者・⾃転⾞を気にせず
ストレスなく安全に運転できる。 【102名】

〇国道２０８号の⼤型⾞も含めて交通量が減り、
通学路が安全になった。 【25名】

ＷＥＢアンケート調査

「有明海沿岸道路の整備効果等に関する意識」

《買い物・観光に関する意見》

○佐賀市から⼤牟⽥の商業施設や観光施設に⾏く回数
が増えた。【140名】

○⼤牟⽥市や荒尾市、みやま市、柳川市から佐賀市の
商業施設に⾏く回数が増えた。【48名】

○福岡県内４市の相互移動機会が増えた。【204名】

（荒尾市～佐賀市の沿線6市に住み、5年以内に道路利用経験
がありかつマイカーを利用する環境にある20歳以上の男女対象、
有効回収数789名 令和4年7月11日～19日実施）

国土交通省 九州地方整備局

有明海沿岸国道事務所


